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承
平
五
年
（
九
三
五
）
夏
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
大
納
言
恒
佐
扇
合
は
、
他
撰
本
『
貫
之
集
』
に
そ
の
時
の
一
首
を
残
存
す
る
の
み
で
あ

る
が
、
現
存
最
古
の
扇
合
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
扇
合
の
存
在
は
、
早
く
黒
川
春
村
が
『
貫
之
集
』
を
用
い
て
紹
介
し
て
お
り
（
『
墨
水
遺
稿
』
）
、

注
1

こ
れ
が
最
初
の
指
摘
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

春
村
の
生
ま
れ
る
二
十
年
も
前
の
安
永
八
年
に
、
既
に
こ
の
扇
合
の
存
在
を
知
り
、
自

ら
も
扇
合
を
主
催
し
た
人
物
が
存
在
し
た
。
三
島
景
雄
で
あ
る
。
景
雄
が
催
し
た
こ
の
扇
合
は
、
安
永
八
年
八
月
十
四
日
に
隅
田
川
の
ほ
と
り
で

行
わ
れ
、
『
角
田
川
扇
合
』
『
廿
三
番
扇
合
』
等
の
書
名
で
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
（
な
お
、
本
稿
で
は
催
し
と
し
て
は
「
角
田
川
扇
合
」
と
表

記
し
、

書
名
と
し
て
は
『
角
田
川
扇
合
』
と
表
記
し
て
、
混
同
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
）
が
、
そ
の
主
催
者
景
雄
が
記
し
た
跛
文
の
冒
頭
に
次
の

よ
う
な
言
が
あ
る
。

あ
ふ
ぎ
合
は
あ
が
れ
る
世
の
こ
と
に
し
て
、
さ
す
竹
の
大
宮
の
う
ち
の
御
た
は
ぶ
れ
成
か
し
。
貫
之
が
あ
ふ
ぐ
あ
ら
し
の
と
よ
め
る
は
ふ
り

に
た
る
た
め
し
に
て
、
天
禄
の
御
門
も
い
と
典
ぜ
さ
せ
給
ひ
、
長
寛
．
承
安
の
比
は
さ
か
り
に
侍
り
し
と
か
偲
へ
承
り
ぬ
。
其
後
は
又
か
A

る
こ
と
も
聞
え
侍
ら
ぬ
は
、
世
の
く
だ
ち
た
る
故
に
こ
そ
と
思
ひ
給
ふ
れ
。

（
下
略
）

は
じ
め
に

安
永
天
明
期
江
戸
歌
壇
の

|
「
角
田
川
扇
合
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
—
ー

側
面

盛

田

帝

子
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景
雄
の
跛
文
に
よ
れ
ば
、
安
永
八
年
当
時
扇
合
は
完
全
に
跡
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
、
執
箪
を
務
め
た
賀
茂
季
鷹

の
跛
文
に
は
、

物
あ
は
せ
は
石
上
ふ
り
に
た
る
世
の
事
に
て
、
今
は
百
師
木
の
大
宮
わ
た
り
に
も
さ
る
こ
と
は
た
え
て
久
し
く
や
成
に
け
ん
。
ま
い
て
鳥
が

な
く
東
の
は
て
に
は
、
か
A
る
こ
と
あ
り
き
と
だ
に
し
る
人
も
い
と
ま
れ
ら
に
侍
る
め
り
。

（
下
略
）

と
あ
り
、
古
く
に
行
わ
れ
て
い
た
物
合
も
、
近
世
中
期
に
は
京
都
の
堂
上
歌
人
の
間
で
も
絶
え
て
久
し
く
、
ま
し
て
江
戸
で
は
、
過
去
に
物
合
と

い
う
催
し
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
す
ら
知
る
人
は
稀
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
近
世
期
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
扇
合
で
、
こ
れ

ま
で
筆
者
が
確
認
し
得
て
い
る
の
は
三
回
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
回
は
安
永
期
に
景
雄
が
主
催
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ

注
2

る
「
角
田
川
扇
合
」
と
、
「
後
度
扇
合
」
で
あ
る
。
残
り
の
一
回
は
文
政
七
年
四
月
一
日
、
清
水
浜
臣
が
門
弟
を
集
め
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
当
座
で
扇
と
和
歌
と
を
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
永
ら
く
跡
絶
え
て
い
た
扇
合
が
、
な
ぜ
安
永
八
年
に
、
京
都
で
は
な

く
江
戸
で
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
扇
合
を
再
興
し
た
三
島
景
雄
と
そ
の
周
辺
の
歌
人
達
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
。
フ

な
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
安
永
八
年
に
突
如
と
し
て
行
わ
れ
た
「
角
田
川
扇
合
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
扇
合
を
復
興
し
た
景
雄
周
辺
歌
人
グ
ル
ー
プ
の
実
体
を

明
ら
か
に
し
つ
つ
、
安
永
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
の
江
戸
歌
壇
の
一
側
面
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

「
角
田
川
扇
合
」
に
関
し
て
は
、
早
く
は
金
子
元
臣
氏
の
「
み
か
寺
の
扇
合
」
（
『
歌
か
た
り
』
明
治
書
院
明
治
三
十
五
年
四
月
）
、
中
野
三

敏
先
生
の
「
文
人
と
前
期
戯
作
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
五
十
一
号
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
、
丸
山
季
夫
氏
の
「
三
島
自
寛
と
角
田
川
扇
合
」

（
『
国
学
史
上
の
人
々
』
、
初
出
「
国
語
と
国
文
学
」
四
十
五
巻
七
号
昭
和
四
十
三
年
十
月
）
・
「
三
島
自
寛
晩
年
の
逸
事
」
（
同
上
、
初
出
『
近

世
の
学
芸
』
昭
和
五
十
一
年
三
月
）
が
あ
る
。
金
子
氏
の
論
稿
は
、
催
さ
れ
た
年
や
参
加
者
の
把
握
等
に
誤
り
が
あ
る
が
、
こ
の
扇
合
の
存
在
を

最
も
は
や
く
紹
介
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
中
野
先
生
は
、
「
角
田
川
扇
合
」
で
扇
の
判
を
行
っ
た
山
岡
浚
明
の
意
識
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
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⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① い
る
。
現
段
階
で
「
角
田
川
扇
合
」
全
体
を
扱
っ
て
最
も
詳
細
な
も
の
は
、
丸
山
氏
の
上
記
二
論
稿
で
あ
る
。
氏
は
、
国
立
国
会
図
書
館
本
、
宮

内
庁
書
陵
部
本
、
無
窮
会
本
に
よ
っ
て
「
角
田
川
扇
合
」
の
こ
と
を
調
査
さ
れ
、
催
主
・
判
者
等
に
つ
い
て
「
こ
の
扇
合
は
隅
田
川
の
ほ
と
り
、

石
原
の
み
か
寺
に
、
三
島
自
寛
が
催
し
た
も
の
で
、
山
岡
明
阿
が
扇
の
判
を
、
荷
田
蒼
生
子
が
歌
の
判
を
し
、
賀
茂
季
鷹
が
執
筆
と
云
こ
と
で
行

は
れ
た
二
十
三
番
の
歌
合
で
あ
る
」
と
紹
介
し
、
扇
合
が
催
さ
れ
た
「
場
所
」
や
「
年
」
、
「
参
加
者
」
等
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
る
。
場
所
は

的
確
に
は
定
め
得
て
い
な
い
が
、
時
に
つ
い
て
は
安
永
八
年
八
月
十
四
日
と
定
め
、
「
角
田
川
扇
合
」
の
集
り
は
、
「
同
じ
古
学
の
歌
会
で
も
縣

居
系
の
も
の
で
は
な
く
、
荷
田
系
の
古
学
の
人
々
の
集
り
と
見
る
事
が
出
来
る
」
と
し
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の
丸
山
氏
の
論
稿
を
更
に
発
展
さ

せ
て
、
氏
が
「
荷
田
系
の
古
学
の
人
々
」
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

諸
本
お
よ
び
森
文
庫
蔵
『
廿
三
番
扇
合
』
書
入
れ

『
角
田
川
扇
合
』
は
、
様
々
な
表
題
を
附
さ
れ
、
写
本
で
流
布
し
て
き
た
。
現
在
、
筆
者
が
確
認
し
得
て
い
る
諸
本
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り

で
あ
る
。『

扇
合
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
）

注
3

『
廿
三
番
扇
合
』
（
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
所
蔵
本
）

『
墨
田
川
扇
合
』
（
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
所
蔵
本
）

無
題
（
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
本
、
今
回
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）

『
隅
田
川
扇
合
』
（
無
窮
会
図
書
館
所
蔵
本
、
消
水
浜
臣
手
校
本
）

『
角
田
川
扇
合
』
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）

『
加
茂
季
鷹
翁
評
廿
三
番
扇
合
和
歌
』
（
中
野
先
生
所
蔵
本
）
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こ
の
内
、
⑥
・
⑧
・
⑨
が
丸
山
氏
の
検
討
さ
れ
た
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
写
本
群
の
内
、
注
目
す
べ
き
特
徴
を
備
え
た
も
の
に
、
①
『
扇
合
』
（
国
文
研
本
）
・
②
『
廿
三
番
扇
合
』
（
大
阪
市
大
森
文
庫
本
）
．

③
『
墾
田
川
扇
合
』
（
大
阪
市
大
森
文
庫
本
）
の
三
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
参
加
者
の
身
分
や
本
名
等
の
書
入
れ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
「
角
田

川
扇
合
」
が
ど
の
よ
う
な
人
物
の
集
り
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
中
で
も
②

『
廿
三
番
扇
合
』
の
書
入
れ
は
、
特
に
詳
細
な
も
の
で
、
安
永
八
年
時
点
で
の
、
景
雄
を
中
心
と
す
る
歌
人
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
表
形
式
で
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
表
の
見
方
を
簡
単
に
示
し
て
お
く
。

一、

1
ー

46
ま
で
番
号
を
付
し
て
い
る
人
物
は
、
「
角
田
川
扇
合
」
の
出
席
者
で
あ
り
、
一
番
か
ら
二
十
三
番
ま
で
の
各
番
の
、
左
右
の
順
に
番

号
を
附
し
た
。
例
え
ば
、
一
番
は
、
左
が
泰
衡
で
あ
る
の
で

1
、
右
が
見
子
で
あ
る
の
で

2
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

一
、
「
森
文
庫
表
記
」
は
、
出
席
者
名
を
②
『
廿
三
番
扇
合
』
の
原
文
の
表
記
の
ま
ま
に
記
し
た
。

一
、
「
振
仮
名
」
も
、
②
『
廿
三
番
扇
合
』
本
文
に
附
さ
れ
て
い
た
訓
み
を
原
文
の
表
記
通
り
に
記
し
た
。
振
仮
名
の
な
い
も
の
は
、
原
文
に
振

仮
名
が
附
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
を
意
味
す
る
。

一
、
「
人
名
」
は
、
『
角
田
川
扇
合
』
諸
本
も
し
く
は
他
資
料
を
参
考
に
筆
者
が
記
し
た
。

一
、
「
森
文
庫
注
記
」
は
、
②
『
廿
三
番
扇
合
』
の
書
入
れ
を
忠
実
に
翻
字
し
た
。

一
、
「
文
献
所
見
」
は
略
号
を
以
っ
て
表
に
し
た
。
各
文
献
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。

「
後
」
『
後
度
扇
合
』
安
永
十
年
六
月
十
五
日
三
島
景
雄
主
催
。

⑩ ⑨ ⑧ 

『
扇
合
』

『
扇
合
』

『
扇
合
』

（
無
窮
会
図
書
館
所
蔵
本
）

（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
）

（
賀
茂
季
鷹
旧
蔵
本
）
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「
平
」
『
平
家
物
語
党
宴
和
歌
』
天
明
元
年
閏
五
月
三
島
景
雄
主
催
。

「
元
」
『
兼
題
当
座
留
』
天
明
元
年
七
月
廿
日
ー
十
一
月
廿
日
。

「
二
」
『
月
次
和
歌
留
』
天
明
二
年
正
月
廿
日
ー
同
三
年
十
月
十
一
日
。

「
虫
」
『
十
番
虫
合
』
天
明
二
年
八
月
源
蔭
政
主
催
。

「
三
」
『
天
明
三
年
月
次
和
班
留
』
実
は
天
明
四
年
月
次
歌
会
の
記
録
。
天
明
四
年
正
月
二
十
日
ー
五
月
十
一
日
。

「
春
」
『
春
秋
の
あ
ら
そ
ひ
』
天
明
四
年
十
一
月
十
九
日
。
於
吉
田
桃
樹
邸
゜

「
七
」
『
天
明
七
年
月
次
留
』
天
明
七
年
正
月
廿
日
ー
十
二
月
十
五
日
。

「
杉
」
『
杉
の
し
づ
え
』
荷
田
蒼
生
子
家
集
。
寛
政
七
年
刊

以
上
の
文
献
で
そ
の
名
の
み
え
る
人
物
に
各
々
〇
を
附
し
て
い
る
。

一
、
「
丸
山
論
文
」
は
、
先
に
挙
げ
た
丸
山
季
夫
氏
の
「
三
島
自
寛
と
角
田
川
扇
合
」
（
『
国
学
史
上
の
人
々
』
）
で
、
丸
山
氏
が
言
及
さ
れ
て
い

る
人
物
に
は

0
を
、
言
及
さ
れ
て
い
る
が
「
森
文
庫
注
記
」
と
は
一
致
し
な
い
人
物
に
は
X

を
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
人
物
の
欄
は
空
白
に
し
た
。

《表
I
》
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
「
森
文
庫
注
記
」
に
は
、
各
人
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
注
記
」
は
丸
山
氏

が
、
「
三
島
自
寛
と
角
田
川
扇
合
」
の
中
で
記
さ
れ
て
い
る
各
人
に
対
す
る
考
証
を
裏
付
け
る
資
料
に
も
な
り
、
ま
た
、
氏
が
「
如
何
な
る
人
か

不
明
で
あ
る
」
「
何
等
知
る
事
の
出
来
な
い
人
」
と
記
し
て
い
る
人
物
の
素
性
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

丸
山
氏
は
二
十
一
人
の
素
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
注
記
」
と
一
致
す
る
の
は
十
七
名
で
、
こ
の
「
注
記
」
の
信
憑
性
を
側

面
か
ら
保
証
す
る
。
氏
の
考
証
と
「
注
記
」
の
内
容
と
が
一
致
し
な
い
人
物
は
二
十
一
人
中
四
名

(
4
在
家
、

8
素
履
、
2
3
繁
子
、

31
栄
子
）
で

あ
る
が
、
丸
山
氏
説
は
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
森
文
庫
『
廿
三
番
扇
合
』
の
注
記
を
疑
う
材
料
と
は
な
り
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
扇
合
で
執
筆
を
つ
と
め
た
賀
茂
季
鷹
は
、
会
が
催
さ
れ
る
約
一
年
前
の
安
永
七
年
十
月
末
に
一
時
帰
京
し
て
い
る
。
そ
の
帰

京
の
際
に
、
後
に
『
角
田
川
扇
合
』
に
出
席
す
る
事
に
な
る
幾
人
か
が
歌
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
贈
答
歌
等
を
書
き
留
め
た
季
鷹
自
箪
本
『
旅
の

ゆ
き
か
ひ
』
に
「
見
子
」
「
あ
や
と
も
」
「
景
員
」
「
素
履
」
「
あ
や
郷
」
の
歌
が
記
さ
れ
、
各
人
物
に
季
限
の
手
で
次
の
よ
う
な
頭
注
が
施
さ
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れ
て
い
る
。

「
見
子
」
…
「
松
平
周
防
守
康
福
母
堂
」

「
あ
や
と
も
」
…
「
西
門
蘭
斎
」

「
景
員
」
…
「
榊
原
家
留
主
居
原
衛
士
之
助
」

「
素
履
」
…
「
荒
木
左
治
」

「
あ
や
郷
」

．．． 

「
西
門
」

こ
れ
ら
の
内
容
が
「
注
記
」
と
一
致
す
る
事
を
考
え
て
み
て
も
、
「
注
記
」
は
信
頼
に
た
る
情
報
で
あ
る
と
言
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
入
れ
は
、
そ
の
詳
細
さ
と
、
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
人
物
の
素
性
と
の
一
致
か
ら
、

完
全
と
は
い
え
な
く
と
も
、
お
お
む
ね
事
実
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
特
定
の
人
物
に
は
「
様
」
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
時
代
に
近

い
書
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
も
推
測
さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
入
を
充
分
検
討
し
、
別
資
料
で
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
の
ひ
と

つ
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
書
入
に
よ
っ
て
、
景
雄
・
季
鷹
を
中
心
と
す
る
歌
人
グ
ル
ー
プ
、
蒼
生
子
を
中
心
と
す
る
歌
人
グ
ル
ー
。
フ
の
構
成

員
と
そ
の
身
分
な
ど
が
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
正
鷹
と
名
乗
る
人
物
が
、
「
両
国
橋
浪
人
荒
井
右
膳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
正
鷹
」

は
季
鷹
の
こ
と
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
諸
本
の
内
、
①
『
扇
合
』
（
国
文
研
本
）
・
②
『
廿
三
番
扇
合
』
（
大
阪
市
大
森
文
庫
本
）
・
③
『
墨
田
川

扇
合
』
（
大
阪
市
大
森
文
庫
本
）
は
季
鷹
跛
文
の
署
名
が
「
み
な
も
と
の
正
鷹
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
清
水
浜
臣
手
校
本
の
R
『
隅
田
川
扇
合
』

（
無
窮
会
本
）
で
は
、
「
み
な
も
と
」
が
見
消
ち
さ
れ
て
「
か
も
イ
」
に
、
正
鷹
の
「
万
歳
（
ま
さ
）
」
が
見
消
ち
さ
れ
て
「
季
イ
」
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
季
厩
旧
蔵
本
⑩
『
扇
合
』
で
は
、
正
鷹
の
「
正
」
が
消
さ
れ
て
上
か
ら
「
季
」
と
書
き
直
し
た
跡
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
季
鷹
は
「
扇
合
」
の
催
さ
れ
た
当
時
は
「
み
な
も
と
の
正
鷹
」
と
も
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
季
鷹
の
安
永

八
年
当
時
の
行
跡
は
従
来
明
ら
か
で
は
な
い
の
だ
が
、
こ
の
書
入
れ
が
信
頼
で
き
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
、
「
浪
人
」
と
し
て
両
国
橋
に
「
荒
井
右

膳
」
と
名
乗
っ
て
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
季
鷹
が
右
膳
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
、
黒
川
盛
隆
著
『
松
の
下
草
』
に
も
記
さ
れ
て
い
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る
。
ま
た
3
6
の
千
賀
子
は
「
荒
井
右
膳
内
方
」
と
あ
る
が
、
季
鷹
の
妻
は
ま
さ
し
く
千
賀
子
で
あ
り
、
こ
の
当
時
既
に
結
婚
な
い
し
同
居
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
謎
と
さ
れ
る
季
鷹
江
戸
在
住
時
代
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
は
季
鷹
伝
記
研
究
の
方

向
か
ら
、
さ
ら
に
追
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

物
合
の
季
節

安
永
八
年
秋
に
催
さ
れ
た
扇
合
は
、
一
過
性
の
催
し
に
は
終
ら
な
か
っ
た
。
「
江
戸
ノ
三
島
吉
兵
衛
源
景
雄
・
羽
倉
蒼
生
女
、
前
に
は
安
永
八

年
秋
に
二
設
ケ
リ
。
又
扇
合
ノ
挙
ア
リ
シ
ニ
、
三
十
五
番
二
及
ベ
リ
。
又
前
栽
合
モ
設
ケ
リ
。
是
ハ
万
葉
第
八
二

載
セ
シ
七
種
ノ
草
花
ヲ
分
ケ
詠

注
5

ス
ル
也
ケ
リ
」
と
は
、
安
永
八
年
起
筆
天
明
元
年
掘
筆
の
蓬
莱
尚
賢
の
聞
書
き
・
抜
書
き
等
か
ら
成
る
『
亥
丑
録
』
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事

に
従
え
ば
、
安
永
八
年
秋
に
催
さ
れ
た
扇
合
の
後
、
更
に
景
雄
・
蒼
生
子
が
中
心
と
な
っ
た
三
十
五
番
の
扇
合
、
前
栽
合
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
実
際
蒼
生
子
の
家
集
『
杉
の
し
づ
え
』
に
次
の
よ
う
な
一

首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

丑
の
年
六
月
中
の
五
日
、
扇
合
に
、
夏
扇
に
し
て
白
き
う
す
も
の
ひ
と
へ
を
月
と
思
は
せ
た
る
ば
か
り
残
し
て
、
皆
金
の
す
な
ご
地
に
て

夏
ふ
か
き
ね
や
に
な
ら
せ
ば
秋
か
ぜ
の
す
み
か
た
づ
ね
て
つ
き
も
と
ひ
け
り

こ
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
丑
の
年
、
つ
ま
り
天
明
元
年
の
六
月
十
五
日
に
再
び
扇
合
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
回
が
秋
の
「
月
を

み
が
て
ら
」
と
い
う
趣
向
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
回
は
夏
の
月
を
み
が
て
ら
に
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
上
の
詞
書
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

天
明
元
年
に
行
わ
れ
た
扇
合
の
記
録
『
後
度
扇
合
』
（
季
贋
旧
蔵
本
）
も
存
在
し
、

蒼
生
子
は
九
番
で
景
雄
と
対
戦
し
て
い
る
。

景
雄
の
勝
は
扇
、

蒼
生
子
の
勝
は
歌
で
あ
る
。
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九
番
左

勝

は
ち
す
華
の
露
に
や
ど
れ
る
月
み
れ
ば
濁
に
し
ま
ぬ
心
ち
こ
そ
す
れ

勝

右
夏
深
き
閏
に
な
ら
せ
ば
秋
風
の
す
み
か
た
づ
ね
て
月
も
と
ひ
け
り

右
ハ
、
う
す
も
の
に
て
張
て
月
の
い
で
た
る
所
を
砂
子
も
て
ま
き
た
る
が
涼
し
く
見
え
侍
り
。

り。左
は
、
や
つ
が
り
が
い
だ
せ
し
え
せ
あ
ふ
ぎ
に
て
、
遍
昭
の
班
の
心
も
て
水
さ
う
の
玉
を
糸
も
て
ぬ
き
た
る
は
露
の
心
な
る
を
、
ね
ん
ず

め
き
て
人
わ
ら
へ
な
る
に
、
は
ち
す
葉
を
さ
へ
か
き
け
れ
ば
、
極
楽
の
心
ば
へ
に
や
な
ど
申
人
も
侍
れ
ば
、
げ
に
よ
く
も
申
け
り
と
獨
わ

ら
は
れ
侍
り
。
か
A
る
あ
や
し
き
さ
ま
な
る
あ
ふ
ぎ
も
外
に
見
え
侍
ら
ね
ば
、
勝
べ
き
ふ
し
も
あ
ら
ね
ど
、
一
と
せ
扇
合
し
侍
り
し
時
、

あ
ふ
ぎ
も
う
た
も
負
に
け
れ
ば
、
又
い
つ
の
世
に
か
勝
侍
ら
ん
。
さ
き
は
ひ
に
此
右
の
ぬ
し
は
ふ
る
き
契
あ
り
て
へ
だ
て
な
き
中
な
れ
ば

と
て
、
判
者
の
と
く
分
に
於
て
勝
に
申
う
け
侍
り
ぬ
。

'

右
の
う
た
秋
風
の
す
み
か
尋
て
月
も
と
ひ
け
り
と
い
へ
る
心
深
く
あ
は
れ
に
も
侍
る
か
な
。
後
京
極
殿
の
手
に
な
ら
す
夏
の
扇
と
思
へ
ど

も
只
秋
風
の
す
み
か
な
り
け
り
と
よ
み
給
ひ
し
心
ば
へ
に
か
よ
ひ
て
お
か
し
く
侍
れ
ば
き
は
め
た
る
勝
な
る
べ
し
。

季
鷹
旧
蔵
本
は
、
序
跛
等
は
な
く
、
判
者
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
季
鷹
自
身
こ
の
扇
合
に
参
加
し
て
い
る
か
ら
、
判
者
名
等
記
さ
な
く
と
も

自
明
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
幸
い
九
番
の
扇
の
判
詞
の
二
つ
の
傍
線
部
が
、
我
々
に
扇
の
判
者
を
示
し
て
く
れ
る
。
左
の
扇
を
出

し
た
人
物
、
ま
た
安
永
八
年
の
扇
合
の
際
、
扇
と
歌
の
双
方
と
も
負
け
、
蒼
生
子
と
「
ふ
る
き
契
り
」
が
あ
っ
て
親
し
い
問
柄
の
人
物
、
す
な
わ

ち
三
島
景
雄
で
あ
る
。

三
島
景
雄
は
安
永
八
年
の
扇
合
の
際
、
遊
女
花
扇
と
終
の
つ
が
い
で
対
戦
し
た
が
、
扇
も
歌
も
負
け
て
い
る
。
こ
の
時
の
扇
の
判
者
は
山
岡
明

蒼
生
子
景
雄

つ
ま
く
れ
な
ゐ
な
る
も
上
膜
し
く
覚
え
侍
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阿
、
歌
の
判
者
は
荷
田
蒼
生
子
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
で
景
雄
は
双
方
と
も
花
扇
に
敗
れ
て
い
る
。

《扇
の
判
》

け
ふ
の
あ
ふ
ぎ
合
の
数
／
＼
も
、
こ
の
終
の
つ
が
ひ
〔
二
十
三
番
〕
に
こ
と
は
て
ぬ
る
き
は
な
れ
ば
、
右
左
の
念
人
た
ち
も
、
お
の
（
引
か
た

に
こ
A
ろ
を
よ
せ
て
、
い
づ
ら
や
／
＼
と
め
を
そ
ば
め
、
ひ
ぢ
を
は
り
給
ふ
か
た
も
お
ほ
か
な
る
な
か
に
、
わ
き
て
あ
な
が
ち
に
、
こ
の
左
〔
花

扇
〕
に
か
た
ぬ
き
て
ん
と
思
ひ
な
り
ぬ
。
こ
れ
ま
た
く
わ
た
く
し
〔
明
阿
〕
の
ま
が
／
＼
し
き
心
に
出
た
る
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、
か
た
へ
に

は
あ
な
う
ら
山
し
の
よ
き
ま
け
か
な
と
、
そ
A
め
く
忍
び
磐
の
老
の
ひ
が
耳
に
も
聞
え
侍
れ
ば
、
を
み
な
へ
し
〔
花
扇
〕
に
な
び
き
け
ん
翁
草

〔
明
阿
〕
の
あ
ざ
け
り
を
も
忘
れ
て
、
か
た
／
＼
左
〔
花
扇
〕
を
も
て
勝
と
定
め
侍
り
ぬ
る
も
の
な
ら
し
。

《
歌
の
判
》

左
の
班
〔
花
扇
の
歌
〕
源
氏
の
花
の
宴
の
え
ん
な
る
心
詞
に
通
ひ
て
、
そ
A
ろ
に
そ
の
人
ざ
ま
さ
へ
し
の
ば
し
く
こ
そ
。
右
班
は
ま
し
て
今
日
の

あ
る
じ
〔
三
島
景
雄
〕
の
扇
に
も
え
な
ら
ぬ
春
秋
の
色
を
み
せ
、
斑
に
も
い
ひ
し
ら
す
ふ
か
き
心
を
の
ば
へ
給
ふ
は
、
い
ふ
に
あ
ま
り
、
思
ふ
に

た
へ
ず
。
艶
に
み
や
び
た
る
と
は
、
か
A
る
を
こ
そ
申
べ
か
ら
め
。
此
た
び
の
秀
逸
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
忍
べ
よ
と
〔
花
扇
の
歌
の
初
句
〕
な
ま

め
か
し
く
い
ひ
出
た
る
が
、
に
く
か
ら
ね
ば
、
け
ふ
の
折
に
あ
ひ
た
る
名
に
し
あ
ふ
ぎ
に
、
し
ば
ら
く
勝
を
ゆ
づ
り
給
ふ
も
一
典
な
ら
ん
か
し
。

（
〔
〕
内
、
盛
田
註
）

今
を
と
き
め
く
遊
女
花
扇
を
眼
前
に
し
て
、
明
阿
も
蒼
生
子
も
催
主
の
景
雄
で
は
な
く
花
扇
に
花
を
持
た
せ
て
こ
の
扇
合
の
幕
を
閉
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
時
扇
の
判
を
し
て
い
た
山
岡
明
阿
が
「
後
度
扇
合
」
に
見
え
な
い
の
は
、
明
阿
が
安
永
九
年
十
月
十
五
日
に
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
扇
の
判
を
受
け
継
い
だ
の
は
景
雄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
文
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、
歌
の
判
も
景
雄
が
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
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つ
ま
り
、
こ
の
扇
合
で
景
雄
は
扇
と
歌
の
双
方
の
判
者
を
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
『
後
度
扇
合
』
の
参
加
者
を
若
い
番
数
か
ら
左
右
の
順
で
挙
げ
る
。
こ
の
う
ち
扇
合
と
重
な
る
メ
ソ
バ
ー
に
は
傍
線
を
付
す
。

i
l
．
い
く
め
子
、
見
子
・
ま
せ
子
、
i
l
．
鎮
子
、
元
貞
•
長
年
、
正
賢
・
弁
子
、
喜
長
・
幻
紬

f、
と
ゑ
子
・
伊
勢
子
、
出
躙
〖
・
廣
足
、
1
1
.

蒼
生
子
、
1
1
．
昌
伴
、
知
宣
．
蜘
釦
〖
、
武
人
・
釧
副

I、
義
武
•
長
枝
、
盈
之
•
も
と
子
、
守
静
・
（
無
記
名
）
、
内
美
・
真
恒
、
義
厚
・
厚
射
、

栄
雄
•
藤
子
、
房
子
・
賢
壽
、
さ
え
子
・
光
英
、
有
之
．
m
i
、
知
春
尼
・
稲
城
、
f
l
．
五
百
子
、
妙
意
尼
・
宗
秀
、
貴
豊
・
ゑ
つ
子
、
妙
性
・

芳
充
、

Ii．
鶴
群
、
秀
房
・
副
細
i
、
信
行
・
魚
足
、
芳
章
・
義
敬
、

11．
貞
照
、
正
好
・
繁
樹
、
邦
賓

．
則
邦
、
き
ん
子
・
清
瀬
、

11.

刊
刷
[
(
以
上
三
十
五
番
七
十
名
）

表
で
も
示
し
た
通
り
十
九
人
が
『
角
田
川
扇
合
』
の
出
席
者
と
重
な
る
。

景
雄
等
が
行
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
物
合
で
あ
る
「
前
栽
合
」
に
関
し
て
は
、
現
段
階
で
は
『
亥
丑
録
』
の
記
事
で
確
認
し
得
る
だ
け
で
、
そ
れ

以
上
の
情
報
は
知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
景
雄
、
季
鷹
、
千
蔭
等
、
景
雄
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
物
合
の
存
在
が
他
に
も
確
認
で

き
る
。
源
蔭
政
主
催
の
『
＋
番
虫
合
』
で
あ
る
。

『
十
番
虫
合
』
の
存
在
は
、
は
や
く
安
藤
菊
二
氏
が
「
三
島
自
寛
の
「
十
番
贔
合
」
の
は
し
が
き
」
（
『
江
戸
の
和
学
者
』
日
本
書
誌
学
大
系

39
所
収
）
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
昭
和
十
七
年
当
時
名
古
屋
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
随
筆
『
旅
の
行
か
ひ
』
の
中
か
ら
景
雄
の
序
文
と
参

加
者
を
写
し
取
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
旅
の
行
か
ひ
』
は
戦
中
に
焼
け
て
し
ま
い
今
は
存
在
し
な
い
。

『
十
番
虫
合
』
の
諸
本
に
つ
い
て
現
在
確
認
し
得
て
い
る
の
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
（
『
平
家
物
語
覚
宴
和
歌
』
と
合
冊
）
、
『
梅
慮
漫
筆
』

（
刈
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
）
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵

『
虫
十
番
歌
合
箱
巻
』
の
三
本
で
あ
る
。
景
雄
の
跛
文
に
よ
れ
ば
、
天
明
二
年
八
月
十
日
あ
ま
り
、
隅
田
川
の
辺
の
木
母
寺
で
、
源
蔭
政
の
主
催

で
、
虫
合
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
左
方
は
鈴
虫
を
出
し
て
歌
を
詠
み
、
右
方
は
松
虫
を
出
し
て
歌
を
詠
む
と
い
う
趣
向
で
、
虫
の
判
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『
角
田
川
扇
合
』

『
後
度
扇
合
』

『
前
栽
歌
合
』

0

天
明
二
年
八
月
十
日
あ
ま
り
『
十
番
虫
合
』

ま
た
天
明
四
年
十
一
月
十
九
日
に
は
、
上
記
の
メ
ソ
バ
ー
と
重
な
る
メ
ソ
バ
ー
で
春
秋
歌
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。
季
鷹
旧
蔵
『
春
秋
の
あ
ら
そ

ひ
』
に
よ
っ
て
、
参
加
者
を
春
・
秋
と
い
う
順
で
記
す
と
、

11．
桃
樹
、
射
弦
・
千
蔭
、
安
久
・

11、
11.II、延
年
・

豊
秋
、
諸
鳥
・

秀
房
と
い
う
顔
ぶ
れ
（
『
角
田
川
扇
合
』
の
出
席
者
に
は
傍
線
を
付
し
た
）
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
、
天
明
四
年
十
一
月
十
九
日
、
葛
飾
の
吉
田

桃
樹
邸
で
行
わ
れ
て
お
り
、
出
席
者
は
、
天
明
三
年
の
秋
頃
か
ら
賀
茂
季
巖
邸
で
行
わ
れ
て
き
た
源
氏
物
語
講
読
に
出
席
し
て
い
た
人
々
だ
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
会
は
そ
の
講
読
を
終
え
て
の
覚
宴
で
あ
っ
た
。
こ
の
歌
合
は
、
物
合
的
な
趣
向
を
こ
ら
し
て
各
人
が
歌
を
提
出
し
た
も
の
ら
し
い
。

た
と
え
ば
一
番
の
春
の
景
雄
の
歌
「
か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
野
の
初
わ
ら
び
君
に
み
せ
ん
と
手
折
り
つ
る
哉
」
に
は
「
宇
治
の
僧
都
の
心
ば
へ
な

る
べ
し
。
わ
ら
び
の
か
た
し
た
る
く
だ
も
の
を
青
や
か
な
る
籠
に
入
て
さ
わ
ら
び
か
さ
ね
の
う
す
や
う
に
歌
を
書
て
そ
へ
た
り
」
と
い
う
季
鷹
の

゜
0

安
永
八
年
八
月
十
四
日

0

安
永
十
年
六
月
十
五
日

を
加
藤
千
蔭
、
歌
の
判
を
賀
茂
季
鷹
が
行
っ
て
い
る
。
出
席
者
は
若
い
番
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
記
す
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

利
徳
・

11、桃
樹
・
元
貞
、

11.11、叫
岡
呵
・
ゴ
釦
印

11．
芳
元
、
房
子
・
八
十
子
、

豊
秋
・

11（
以
上
二
十
名
。
『
角
田
川
扇
合
』
の
出
席
者
に
は
傍
線
を
付
し
た
）

芳
章
・
正
長
、

顔
ぶ
れ
は
、
や
は
り
景
雄
を
中
心
と
し
て
物
合
を
行
っ
て
き
た
メ
ソ
バ
ー
と
重
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
景
雄
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
て
き
た
物
合
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

真
恒

•
I
I、
知
宜
・
射
弦
、
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利
徳

雨
な
ら
で
ふ
り
つ
A
虫
の
な
く
な
へ
に
き
て
も
見
る
べ
く
萩
が
花
笠

右

季

鷹

玉
琴
の
し
ら
べ
に
い
つ
の
秋
よ
り
か
松
む
し
の
音
も
か
よ
ひ
初
け
ん

左
は
み
さ
む
ら
ひ
ミ
笠
と
ま
う
せ
と
い
へ
る
心
ば
へ
し
て
朽
葉
色
の
狩
衣
の
袖
を
豪
に
て
、
え
ぼ
し
を
虫
篭
に
し
て
、
し
ろ
が
ね
の
笠
を
萩

が
も
と
に
お
け
り
。
虫
ハ
宮
城
野
よ
り
え
ら
み
て
参
ら
せ
た
る
な
り
。
右
は
、
亭
子
院
の
み
か
ど
西
河
に
み
ゆ
き
ま
し
／
＼
・
け
る
御
時
奉
れ

る
班
の
席
、
忠
峯
が
出
た
る
、
或
時
に
は
山
の
端
に
月
松
虫
う
か
ゞ
ひ
て
、
琴
の
音
に
あ
や
ま
た
せ
と
の
べ
る
に
よ
り
て
、
す
は
ま
に
ち
い

さ
き
琴
を
す
ゑ
て
、
か
た
は
ら
に
松
か
さ
ね
の
色
あ
ひ
に
糸
も
て
ま
け
る
篭
に
虫
を
こ
め
た
り
。
か
た
／
＼
い
と
こ
よ
な
き
み
や
び
な
り
。

左
一
番

説
明
が
付
い
て
い
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
以
上
の
よ
う
に
安
永
の
終
り
か
ら
天
明
の
初
め
に
か
け
て
何
度
も
物
合
を
行
っ
て
い
る
。

一
次
資
料
が
残
っ
て
い
る
『
角
田

川
扇
合
』
、
『
後
度
扇
合
』
、
『
十
番
虫
合
』
、
『
春
秋
の
あ
ら
そ
ひ
』
か
ら
す
る
と
、
景
雄
グ
ル
ー
プ
の
特
に
中
心
と
な
っ
て
い
た
人
物
は
、
賀

茂
季
鷹
、
加
藤
千
蔭
、
武
田
有
之
、
大
山
総
幸
、
三
島
景
雄
と
い
う
五
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
明
二
年
に
催
さ
れ
た
『
十
番
虫
合
』
に
つ
い
て
は
、
景
雄
写
•
田
中
納
言
画
と
さ
れ
て
い
る
全
長
約
十
三
・
六
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
巻
子
本
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
参
加
者
各
人
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
作
成
し
た
州
浜
上
の
世
界
が
彩
色
画
で
再
現
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
催
し
が
如
何
に
華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
偲
ば
れ
る
。
虫
合
と
い
っ
て
も
単
に
鈴
虫
と
松
虫
を
合
せ
る
の
で
は
な
く
、
各
人
が

州
浜
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
虫
に
ち
な
ん
だ
ひ
と
つ
の
世
界
を
作
り
上
げ
、
そ
の
中
に
左
方
は
鈴
虫
を
、
右
方
は
松
虫
を
置
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

左
方
は
そ
の
世
界
に
ち
な
ん
だ
鈴
虫
の
歌
を
右
方
は
松
虫
の
歌
を
詠
む
。
例
え
ば
、
一
番
の
利
徳
（
左
）
と
季
鷹
（
右
）
の
歌
お
よ
び
千
蔭
の
虫

の
判
詞
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
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さ
れ
ど
名
に
お
へ
る
宮
城
野
の
虫
に
こ
A
ろ
ひ
か
る
れ
ば
、
左
か
ち
と
し
侍
り
ぬ
。

典
雅
で
繊
細
な
趣
向
が
判
詞
か
ら
十
分
読
み
取
れ
る
。
こ
の
州
浜
上
の
小
宇
宙
を
景
雄
は
、
後
世
に
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

か
A
る
こ
と
の
此
ま
A
に
や
ま
ん
も
ほ
ひ
な
き
わ
ざ
な
れ
と
て
、
其
く
さ
／
＼
を
か
た
に
書
て
ふ
た
巻
に
な
し
ぬ
。
こ
は
そ
の
お
り
の
こ
と

草
を
の
ち
／
＼
に
忍
ぶ
の
草
の
し
の
ば
ん
こ
と
を
お
も
ひ
て
な
り
。
天
明
二
年
八
月
の
末
つ
か
た
に
し
る
す
。
源
景
雄
（
『
十
番
虫
合
』
跛

文）

こ
の
よ
う
に
、
物
合
の
モ
ノ
を
画
で
残
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
も
の
に
、
少
し
時
代
は
下
る
が
清
水
浜
臣
の
『
泊
泊
舎
扇
合
』
が
あ
る
。
こ
れ

は
文
政
七
年
四
月
一
日
も
し
く
は
二
日
、
清
水
浜
臣
が
歌
を
詠
む
際
の
材
料
に
と
い
う
趣
旨
で
、
門
弟
を
集
め
、
左
方
は
花
、
右
方
は
月
と
い
う

注
6

題
で
対
戦
し
た
五
十
一
番
の
扇
合
で
あ
る
。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
泊
活
舎
扇
合
』
、
『
扇
合
』
と
い
う
外
題
で
二
部
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
三
冊
か
ら
な
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
『
虫
十
番
歌
合
縮
巻
』
の
よ
う
に
、
各
人
の
出
し
た
州
浜
の
世
界
に
扇
が

彩
り
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
浜
臣
が
物
合
を
行
っ
た
り
、
物
合
の
モ
ノ
の
趣
向
を
絵
と
し
て
残
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
景
雄
の
影
響

注
7

が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
安
永
終
り
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
、
景
雄
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
が
度
々
物
合
を
行
っ
て
い
る
事
は
、
歌
壇
史
上
注
目
す
べ
き

事
で
あ
る
。
従
来
県
居
派
や
江
戸
派
の
影
に
隠
れ
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
景
雄
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
今
後
さ
ら
に
つ
ぶ
さ
に
た
ど
っ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
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さ
て
、
上
記
景
雄
グ
ル
ー
プ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
々
を
中
心
と
し
た
、
天
明
期
の
月
次
歌
会
の
記
録
が
あ
る
。
季
脳
旧
蔵
の

数
点
の
月
次
歌
会
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
一
体
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
資
料
を
紹
介
す
る
。

ー
『
兼
題
貨
座
和
歌
』
（
天
明
元
年
七
月
二
十
一
日
ー
同
年
十
一
月
二
十
日
）

2

『
月
次
和
班
留
』
（
天
明
二
年
正
月
二
十
日
ー
同
三
年
十
月
十
一
日
）

マ
マ

3

『
天
明
三
年
月
次
和
班
留
』
（
天
明
四
年
正
月
二
十
日
ー
同
年
五
月
十
一
日
）

4
『
天
明
七
年
月
次
留
』
（
天
明
七
年
正
月
二
十
日
ー
同
年
十
二
月
十
五
日
）

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
天
明
元
年
か
ら
天
明
四
年
と
天
明
七
年
の
、
江
戸
歌
壇
に
一
隅
を
占
め
た
と
思
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
月
次
歌
会
の
様

相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
メ
ソ
バ
ー
は
異
な
り
人
数
で
当
座
兼
題
を
合
せ
百
四
十
九
名
に
も
及
ぶ
が
、
季
鷹
旧
蔵
資
料
と
あ
っ
て
季
鷹
ゆ
か
り

の
人
々
が
多
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
物
合
グ
ル
ー
プ
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
見
過
ご
せ
な
い
問
題
で
あ
る
。
今
便
宜
的
に
、
こ

れ
ら
の
月
次
歌
合
に
参
加
し
た
メ
ソ
バ
ー
の
出
席
も
し
く
は
出
詠
回
数
の
上
位
者
を
記
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
り
中
心
メ
ソ
バ
ー
と
そ
の
推
移
が

お
お
よ
そ
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

0

天
明
元
年
月
次
歌
会
（
七
月
二
十
一
日
ー
十
一
月
二
十
日
）

※
（
）
内
は
出
席
も
し
く
は
出
詠
回
数

《当
座
》

《

兼
題
》

《総
合
》

四
季
鷹
旧
蔵
天
明
期
月
次
歌
会
資
料
を
め
ぐ
っ
て
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盈
之
総
幸
季
鷹
千
蔭
桃
樹
景
雄
秀
房
知
宣
忠
順
有
之

（
ニ
―
)

（二

0
)

（二

0
)

（
五
）

（八）
（八）
（八）
（七）
（七）
（七）
（七）
（五）
（四）
（四）

（
二
ニ
）

（二

0
)

（
一
九
）

（
一
九
）

き房秀景栄景忠知季総盈桃千
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0

天
明
二
年
月
次
歌
会
（
正
月
二
十
日
ー
十
二
月
十
五
日
）

《
当
座
》

《
兼

題

》

《

総

合

》

桃

樹

桃

樹

桃

樹

季

鷹

射

弦

射

弦

射

弦

総

幸

季

鷹

景

雄

豊

秋

総

幸

（
四
三
）

（四

0
)

（
三
七
）

（
三
四
）

忠知知秀景桃千季総盈
順春宣房雄樹蔭 鷹 幸之
尼
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総
幸
千
蔭
豊
秋
秀
房
有
之
知
宜

（
一
四
）

（
一
四
）

（
一
三
）

(
―
二
）

(

1

 

0
)
 

(

1

 

0
)
 

（九）
（八）
（七）
（七）

（
一
五
）

（
一
四
）

（
一
四
）

(
―
二
）

(

1

 

0
)
 

六）

季
巖
（
一
七
）

る
せ
子
（
一
七
）

き
し
子
（
一
六
）

秀
房
(
-
四
）

景
雄
(
―
二
）

栄
雄
(
―
二
）

豊
秋
（
三
三
）

景
雄
（
二
七
）

秀
房
（
二
六
）

千
蔭
（
二
四
）

る
せ
子
(
-
七
）

知
宜
（
一
六
）

き
し
子
（
一
六
）

0

天
明
三
年
月
次
歌
会
（
正
月
二
十
日
ー
十
月
十
一
日
）

《
当
座
》

《

兼
題
》

《

総
合
》

桃

樹

る

せ

子

(

-

五

）

射

弦

（

二

九

）

射

弦

射

弦

(

-

五

）

桃

樹

（

二

八

）

季

鷹

桃

樹

(

-

四

）

季

鷹

（

二

六

）

総

幸

季

巖

(

-

三

）

総

幸

（

二

四

）

景

雄

信

説

(

-

三

）

豊

秋

（

二

三

）

豊

秋

豊

秋

(

-

三

）

景

雄

（

ニ

―

)

秀

房

総

幸

(

―

二

）

秀

房

（

ニ

―

)

信

説

秀

房

(

―

二

）

信

説

（

ニ

―

)

忠

順

景

雄

(

-

―

)

る

せ

子

(

-

五

）

千

蔭

栄

雄

（

八

）

千

蔭

(

―

二

）
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0

天
明
七
年
月
次
歌
会

《
当
座
》

有
之

（八）
（七）
（六）
（六）
（六）
（五）
（五）
（五）
（五）
（三）
（三）
（三）
（三）

0

天
明
四
年
月
次
歌
会
（
正
月
）

《当
座
》

《

兼

題
》

季

鷹

や

そ

子

（

九

）

射

弦

正

昌

（

九

）

桃

樹

射

弦

（

九

）

方

之

季

巖

（

八

）

昌

慶

豊

秋

（

八

）

千

蔭

桃

樹

（

七

）

総

幸

秀

房

（

七

）

秀

房

信

説

（

七

）

豊

秋

洪

篤

（

七

）

景

雄

総

幸

（

六

）

政
廣
通
顕
延
年

（七

《
兼
題
》

き
し
子

（八

《
総
合
》

《総
合
》

季
鷹
射
弦
桃
樹
豊
秋
秀
房
総
幸
方
之
昌
慶
千
蔭
正
昌

,,,,.....__ ,,,,.....__ ,,,,.....__ ,,,,.....__ ,,,,.....__ ,,,,.....__ ,,,,.....__ヘ,,,,.....__ ,,,,.....__ 
- - - - - ― - -

00-- —二三三六六
'-''-''-''-''-''-''-''-''-''-'  

128 



季
朦
信
説
豊
秋
射
弦
縫
子
千
蔭
真
菅
員
保
直
節
恒
之

（
二
三
）

（
二
ニ
）

（
二
ニ
）

（
二
ニ
）

（
一
六
）

（
一
四
）

（
一
四
）

（
一
三
）

（
一
三
）

(
―
二
）

信
説
（
二
三
）

豊
秋
（
二
三
）

射
弦
（
二
三
）

季
鷹
（
二
ニ
）

縫
子
(
-
五
）

文
子
(
-
五
）

真
菅
(
-
五
）

り
せ
子
(
-
五
）

十
重
子
(
-
五
）

恒
之
(
-
三
）

勝
見
(
-
三
）

幸
子
(
-
三
）

季
鷹
信
説
豊
秋
射
弦
縫
子
真
菅
千
蔭
員
保
恒
之
秋
年

（
四
五
）

（
四
五
）

（
四
五
）

（
四
五
）

（
三
一
）

（
二
九
）

（
二
六
）

（
二
六
）

（
二
五
）

（
一
八
）

一
連
の
歌
会
は
、
表
紙
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
天
明
四
年
正
月
ま
で
は
「
義
慣
亭
」
で
行
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
「
義
慣
亭
」
は
季
巖
の
号

注
8

で
あ
ろ
う
。
『
兼
題
嘗
座
和
歌
』
（
天
明
元
年
七
月
二
十
一
日

i
同
年
十
一
月
二
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
に
「
天
明
元
年
七
月
廿
日
新
室
念
初

秋
日
詠
新
秋
月
和
歌
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
、
季
鷹
の
「
義
慣
亭
」
な
る
新
室
の
完
成
と
共
に
月
次
歌
会
を
始
め
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
毎
月
十
一
日
・
廿
日
に
そ
れ
ぞ
れ
兼
題
と
当
座
歌
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
メ
ソ
バ
ー
は
、
季
鷹
ゆ
か
り
の
人
物
が
多
く
、
物
合
グ
ル
ー

。
フ
と
の
重
な
り
が
目
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
季
巖
、
千
蔭
、
景
雄
、
総
幸
、
有
之
、
忠
順
ら
は
、
歌
会
で
も
中
心
メ
ソ
バ
ー
と
言
え
る
し
、

見
子
、
氏
休
、
素
履
、
三
仲
、
蔭
政
、
元
著
、
知
春
尼
、
嘉
郷
、
景
員
、
久
樹
、
知
宜
、
み
の
子
も
歌
会
に
参
加
な
い
し
出
詠
の
跡
が
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
蒼
生
子
は
出
詠
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
周
辺
人
物
も
天
明
六
年
に
蒼
生
子
が
没
す
る
ま
で
は
出
詠
し
て
い
な
い
。
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6
 

5
 
4
 
3
 
2
 
ー 物

合
グ
ル
ー
プ
に
は
名
前
の
な
か
っ
た
人
物
で
、
歌
会
中
心
メ
ソ
バ
ー
な
の
は
桃
樹
・
盈
之
・
射
弦
・
知
宜
・
信
説
・
豊
秋
等
で
あ
ろ
う
か
。

桃
樹
は
吉
田
桃
樹
、
幕
臣
で
季
鷹
門
人
。
射
弦
は
安
田
射
弦
、
福
井
藩
医
で
季
漑
門
人
。
知
宣
は
長
尊
寺
の
人
で
季
鷹
門
人
。
信
説
は
水
江
金
右

衛
門
、
小
浜
侯
家
臣
で
季
鷹
門
人
。
盈
之
・
豊
秋
は
未
詳
で
あ
る
が
、
や
は
り
季
鷹
門
人
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
月
次
歌
会
に
お
い
て
は
景
雄
や
そ
の
門
人
の
有
之
は
徐
々
に
参
加
回
数
を
減
ら
し
て
ゆ
き
、
代
わ
っ
て
季
鷹
一
門
が
会
の
中
心
を
担
っ

て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
月
次
歌
会
の
存
在
も
、
従
来
の
江
戸
歌
壇
研
究
か
ら
は
抜
け
落
ち
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
ま
だ

ま
だ
発
掘
す
れ
ば
出
て
く
る
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
歌
壇
史
を
構
築
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
報
告
に
よ
っ
て
、
三
島
景
雄
・
賀
茂
季
鷹
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
一
隅
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』

賀
茂
季
既
旧
蔵
本
。

外
題
・
内
題
な
し
。

書
名
は
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
の
認
定
書
名
に
よ
る
。

季
鷹
旧
蔵
本
。

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
既
に
丸
山
季
夫
氏
が
「
三
島
自
寛
晩
年
の
逸
事
」
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。
『
亥
丑
録
』
は
、
伊
勢
内
宮
の
権
禰

宜
で
あ
っ
た
蓬
莱
尚
賢
の
雑
記
で
、
現
在
は
『
荒
木
田
瓢
形
翁
雑
記
全
』
と
い
う
題
策
の
貼
付
さ
れ
た
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
元
表
紙

（
マ
マ
）

に
は
「
亥
丑
録
起
丁
亥
終
辛
丑
安
永
八
年
十
月
起
稿
同
九
年
同
十
年
此
年
四
月
改
曰
天
明
元
年
」
と
直
書
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は

安
永
八
年
か
ら
天
明
元
年
に
か
け
て
尚
賢
の
聞
書
、
抜
書
等
か
ら
成
る
。
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
。

西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
泊
活
舎
扇
合
』
（
三
巻
三
冊
）
、
同
文
庫
所
蔵
『
扇
合
』
（
三
巻
三
冊
）
に
よ
る
。
但
し
、
『
泊
洒

舎
扇
合
』
の
作
者
目
録
に
は
「
文
政
七
年
四
月
二
日
」
、
『
扇
合
』
の
跛
文
に
は
「
文
政
て
ふ
七
と
せ
の
夏
卯
月
つ
い
た
ち
の
日
」
と
記
さ

注

• 
゜
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8
 
7
 れ
て
お
り
、
一
日
に
催
さ
れ
た
か
、
二
日
に
催
さ
れ
た
か
は
未
詳
。

中
野
三
敏
先
生
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
角
田
川
扇
合
」
も
、
扇
を
彩
色
で
描
い
た
写
本
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同

三

年

午

初

冬

板

一

冗

双

出

し

『
江
戸
本
屋
出
版
記
録
』
（
ゆ
ま
に
書
房
）
の
安
永
四
年
三
月
二
十
七
日
の
項
に
「
袖
珍
椴
名
遣
義
慣
亭
作
須
原
屋
伊
八
」
、
同
文
化

文

化

元

年

九

月

両

面

四
年
三
月
二
十
五
日
の
項
に
「
袖
珍
か
な
つ
か
ひ
雲
錦
亭
著
全
一
枚
須
原
屋
伊
八
」
と
あ
る
。
雲
錦
亭
は
い
う
ま
で
も
な
く
季
鷹
の

同
鳥
ノ
子
一
枚

号
で
あ
る
。
ま
た
、
所
見
の
『
伊
勢
物
語
傍
註
』
（
安
永
五
年
刊
）
付
載
の
「
青
黎
閣
発
兌
目
録
」
に
は
、
「
袖
珍
仮
名
遣
季
認
大
人
輯
両
面
摺
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
「
義
慣
亭
」
は
季
屈
の
号
と
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

〔
補
記
〕
本
論
で
引
用
し
た
文
章
に
は
稿
者
が
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
施
し
た
。

〔
付
記
〕
季
鷹
旧
蔵
本
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
季
鷹
御
子
孫
に
あ
た
る
山
本
家
御
当
主
の
特
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
の
他
本
論
中
で
言
及
し
た
文
献
の
調
査
及
び
複
写
に
際
し
て
は
、
関
係
諸
機
関
の
方
々
に
種
々
の
ご
高
配
を
賜
り
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

131 




